運営概要 by 岡山大学農学部附属農場,
岡 山 農 場
水 団
昭和60年度の運営においてこれまでと異なっ
ているのは,水稲の生産性向上をめざして新たに
大型田植機 による成苗移植方式を導入し,従来の乾
田直播方式と比較したことである (秦報告,読
験研究Pl-3参照)｡一方,ポット育苗によ
る機械移植方式も継続して検討を続けている(第
1表)｡また最近ケイ酸質肥料のケイカルの肥
効について,カルシウムの存在がケイ酸の肥効
との間にきっ括抗的な関係があるとする新たな
論議が起っており実証試験を開始した (本報告
試験研究P4-7参照)0
本年度の農学科 3年次生の農学特別実習は乾
田直播栽培と機械移植栽培との異なった栽培方
式について水稲の生育相を学生に理解させるた
め,生育調査及び収量調査を課し,レポートを
第 1表 栽 培 面 積
部 門
提出させた｡
栽培の概要は第 2表に示した｡本年は6月25
日に集中豪雨があり,2日間冠水したものの,
葉身の先端がわずかに水面上にあったため,水
稲の生育にとって障害は認められず,その後水
稲はほぼ順調に生育した｡収穫は10月9日から
始まり11月5日に終わったが,本年はコンバイ
ン (三菱MC-1350AKN),籾摺機 (イセ
キMS-410M6),バネコン (イセキB8103)
を導入し,作業が順調に進んだ｡
10a当りの収量はコガネマサリがアケボノよ
りも明らかに高い値を示したが,大型田植機に
よる成苗移植栽培のコガネマサリの収量は最高
の値を示した (第3表)0
作 物 品 種 試 験 内 容 圃 場 面積 (a)
水 稲 コガネマサリ 成 苗 移 植 栽 培 (生産性向上試験) 1号 田 61
コガネマサリ 直 播 栽 培 (生産性向上試験) 2号 田 64
ア ケ ボ ノ 直 播 栽 培 (ケイ酸質肥料試験) 3号 田 38
ア ケ ボ ノ ボット育苗移植栽培 (生産性向上試験) 第 2農場 13
ア ケ ボ ノ ボット育苗移植栽培 (生産性向上試験) 第2農場 10
ア ケ ボ ノ ボット育苗移植栽培 (生産性向上試験) 第2農場 12
計 198
第 2表 栽 培 の 概 要
作物 圃場 品 種 様式 播 種 期 播種量 施 肥 量 kg/10a 収 穫 期
kg/10a N P205K20
水稲 1号 田
2号 田
3号 田
第2農場
第2農場
第 2農場
コガネマサリ
コガネマサリ
ア ケ ボ ノ
ア ケ ボ ノ
ア ケ ボ ノ
ア ケ ボ ノ
移植 5月15日 2.7 15.4 15.3 15.3 10月21日～24日
直播 4月30日 6.0 15.4 153 15.3 10月 9日-14日
直播 5月1日 5.0 147 8.5 15.0
移植 5月15日 2.0 13.3 12.8 13.4
移植 5月15日 2.0 13.3 12.8 13.4
移植 5月15日 2.0 10.5 9.4 10,8
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10月28日
10月31日
11月 1日
11月 5日
第 3表 圃 場 別 水 稲 収 量
品 種 圃 場 精玄米重 (k昏/10a) 屑米重 (k9/10a)
コガネマサ リ 1 号 田 517
コガネマサリ 2 号 田 472
7 ケ ボ ノ 3 号 田 448
ア ケ ボ ノ 第 2農場 430
ア ケ ボ ノ 第 2農場 430
7 ケ ボ ノ 第 2農場 421
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果 樹 部 門
昭和60年度はどの果物もはば順調な生育,紘
莱,成熟を示した｡旧カキ園は用地割愛により
廃園となった｡ 3号園のキャンベル樹を一部伐
倒し,新たにキウイ苗木を植えた｡61年 2月の
降雪により2号園のネット資材破損及びリンゴ,
モモ樹の主幹先端の折損被害を受けた｡
1号モモ園 :わい性台樹は生育不備いが目立
ってきた｡収量は昨年と同様 3,580kg/18aで
あり,特に早生品種の品質が良かった｡
1号カキ園 :58年,59年度の結果過多がたた
って,花芽がほとんど着生しなかった｡従って,
収量は大幅に低下 し, 428kg/17aであった.
2号モモ園 :概ね順調な生育を示した｡しか
し,清水白桃の生育は不揃いであった｡また,
山陽水蜜で生育不良樹が2樹現れ,枯死した｡
無袋栽培しているため,成熟直前の肥大時期に
降雨に会った八幡白鳳が裂果した｡収量は順調
に増加し, 1,129kg/18aであった｡
2号リンゴ園 :昨年の経験からリンゴの早生
品種は落果し易かったので, 'っがる'は8月
中旬, 'ジョナゴールド'は9月初旬, 'ふじ'
は11月初～中旬とやや早めに収穫した｡しかし,
糖度は十分高く品質は負かった｡収量は994kg/
17aであった｡なお,2号園は降雪のため,ネ
ットが破れ,支柱が曲がったので61年度にはや
や高く (4m)張り直す予定である｡また,兵
庫県から導入した交配用の-ナアブは巣箱の移
動が頻繁であったためか,ほとんど定着 しなか
った｡
3号キャンベル園 :摘粒省力化のためのGA
処理で濃度又は時期を誤ったためか,開花前に
花穂が大きく曲がった｡結実や発育が心配され
たがその後回復しほぼ順調に成熟した｡キウイ
を栽植したため一部を伐倒した｡ブドウ狩りを
実施し,ほとんどそれで収穫しつくした｡収量
は3.245kg/21aであった｡
4号園 :他の品種はほぼ例年並の生育,収量
であったが,'ヒロ-ン'は収竜も多くしかも
着色がこれまでになく良好であった｡'スーパ
ー'は枝の生育に乱れが生じてきた｡収量は巨
峰 :986kg/6a,スーパー :802kg/6a,
ベリーA :2,254kg/12a,ヒロハン:1,818
kg/6a,ビオ-ネ:127kg/3樹,紅盲士 :
52kg/1樹であった｡
温室 :大温室マスカット (1,027kg/500m2)
は果実肥大は良かったが例年並に縮巣が多発し
た｡空調室 (155ieg/85m2)は肥大はやや劣っ
たが,まずまずの品質であった｡その他の2温
室 (99kg/160nLZ)は実験用に用いられた｡
果樹見本園 :ウメ :137ieg,ユズ :29kg,西
洋ナシ:50kgが収穫された｡ナシは迫熟試験に
使用したがうまく迫熟しなかった｡その他ビワ,
イチジク,ペカン,オリー ブが梅少量結実した｡
過去数年間の品種別収量と総収量,収入の推
移を第 1図,第2図に示す｡
～ 39-
? ?
? ?
?
?
?
?
?
???
?
?
/
1978 1979 1980 1981 1982 1983 1984 1985
第 1図 果樹部門,主要生産物の収量推移｡
* 2号園キャンベル伐倒,リンゴ,モモ植栽｡
**3号園キャンベル一部伐倒,キウイ植栽O
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第 2図 果樹部門の総収量,収入の推移｡
1980年は天候不順のため不作,'82年2号園キャンベル伐倒,
'85年旧カキ園廃止,及び3号園キャンベル一部伐倒｡
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そ 葉 ◎花 茎 部 門
そ菜 ◎花き部門の昭和60年度における栽培作
目,収量などは第 1表の通りであった｡
これまでとの変更点は,夏作の果菜類にスイ
カを加えたこと,施設栽培のそ菜を取り止めて
カーネ-ション,宿根カスミ章を導入したこと
である｡
そ菜 ◎花き部門における販売収入は夏作の果
菜類に大きく依存 しており,また実習の重点も
これにおいている｡しかし,果菜類は収穫作業
が朝の 1,2時間に集中し現在の労力での増反は
難しい｡このため,早朝の交配作業など勤務時
間外の労力を要するものの,収穫時間が比較的
に自由なスイカの導入を試みたものである｡幸
い,4.3t/10aの収量をあげることができ所期の
目的を達 した｡
また,これまでガラス室においてキュウリ,
トマ ト,レタスなどの栽培を行っていたが小面
積 (180m2)のため市場出荷は難 しく,また直
接販売も時期的に問題があった｡
第 1表 昭和60年度 そ菜 ◎花き桝種概要
作 目 品 種
ト マ ト
キ ュ ウ リ
ナ ス
ス イ カ
サ ト イ モ
ハ ク サ イ
中 国 菜
タ マ ネ ギ
キ ク
カーネーション
カ ス ミ ソ ウ
強 力 米 寿
夏 秋 節 成 2 号
長 者
美 縞 2 号
えぐいも ｡石川早生丸
耐 病 60 日
バ ク チ ョ ィ ｡他
淡路中甲高 ｡貝塚極早生
秀 芳 の 心 ｡他
別 表
ブリストルフェアリー
このため,60年度から切花の直接販売を目的
としたカーネーションと宿根カスミ草の栽培に
切り替えた｡
カーネーションの品種はこれまでシム系一辺
倒であったが最近では地中海系交雑品種群,ス
プレータイプ,チャイニーズタイプ,マイクロ
系など多くの品種群が導入されてきわめて多彩
な様相を呈 している｡
このため,60年度は教育的効果を考慮 して,
Selecta社 (イスラエル),Barberet&B卜
anc社 (フランス)のものを中心に第 2表に示
した23品種を導入して栽培を試みた｡まだ 1年
だけの試作のため品種の優劣を決めるには到っ
ていない｡
60年度におけるそ菜 ｡花き部門の販売収入は
約 320万円であり,その収入構成は夏作の果菜
項55%,秋作葉菜18%,施設花き18%,根菜 9
%の割合であった｡
圃 場 面積(a) 収量 (k9/10a)
南 2 号 8.0 3,626
〝 4.3 5,763
〝 3.5 6,465
両 1 号 3.5 4,329
〝 10.0 1,230
〝 10.0 3,052
〝 5.0 609
南 1,2号 15.0 2,975
ハ ウ ス 2.5 2,879(本/a)
温 室 0.9 3,063(杏/a)
〝 0.9 129(束/a)
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第 2表 カーネーション試作品種
<selecta社>
BugglO,Cantalupo,Castellaro,Canova,MeトBao,Chimera,Lemonstar,Be-
autystar
<Barberet&Blanc社>
Kaly,Doris,Sarazis,Nora,New look,Teddy,Fantasia,Pepito,TipTop
<Hilverda社>
Rolesta
<P.KooijdZonnen社>
Alice,Maiko
<そ の 他>
Manon,Auligo,Pallasorange
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畑 作 セ ン タ ー
農学 基 礎 実 習 を 中 心 と した土 地 利 用 型 農 業 の
教育に対 応 す る た め ,土 地 の 有 効 利 用 と作 目 の
充 実 と に よ る合 理 的 な作 付 体 系 を 意 図 と し運 営
を 行 った ｡
昭和58年 度 末 の 圃 場 整 備 は 農 道 ◎排 水 路 の 整
第 1表 昭和60年 度 作 物 別 耕 種 概 要
備 に と ど ま り, 圃 場 そ の も の は 排 水 不 良 ,地
力 不 足 を は じめ 問 題 が 多 く残 さ れ て い る ｡ しか
し, 強 制 排 水 , 有 機 物 投 入 な ど営 農 的 な 圃 場 改
善 に 努 力 し, 本 年 も生 産 高 の 著 しい 向 上 を み た ｡
第 1表に昭和60年 度 作 物 別 耕 種 概 要 を 示 した ｡
由i積 栽植密度 施肥量 kg/10a
作 物 圃場 品 種 株/a ()基肥 播種日 定植 日
a cmxcm N P205 K20
収 穫 期 生産量 収 量
始 終 k9 k9/10a
ハレ1(妄ヨ作) 西 2 20 讐 捺 メ三 (1｡含oxo25) (105) 描 ) (38) 3/5
クイン,デジマ
カボチャ 西 2 15 近成えびす 148
(450×150)
カンショ 西3 12 高系14号 333
(100×30)
タイズ (枝豆) 西3 9 クチスズナリ, 1,000
クマホマレ (80×125)
ダイズ 西 3 1 タチスズナリ,
丹波黒
トウモロコシ 南 3 22 アストロバン
(未 熟) タム.モチグロ,
ポ ップコーン
? ? ? ?? ?
???
??
??
? ?
? ? ? ?
? ー ?
???????
?? ?
?????
? ?? ??? ?? ??
? ? ? ? ? ? ? ?
?? ? ?? ? ?? ??
?
? ?
? ??? ???
? ? ?…???
? ?? ?
トウモロコシ 西4 20 パイオニアF,ア 3k9/10a
(ヤングコーン) ストロ-ンタム (条播)
カンラン 西 2 4 早秋カンラン 333
(120×25)
カンラン 西 2 14 夏蒔二月楼カ 333
ンラン (120×25)
カリフラワー 的2 2 333
(120×25)
-ボタン 西 4 35 名古屋チリメ 333
ン,紅りん,
銀りん
カ ブ 西 1 5 尉病ひかり妓 568
(80×22)
タイコン 西 1 5 冬樺大歳大根 333
(120×25)
バレイショ E巧4 】0 セトユタカ, 444
(秋 作) テンマ (90×25)
ホウレンソウ 西3 25 パレー ト
(120×15)
トウモロコシ ヒニ-ル 】35 アストロバン 250
(未 熟) - ウス タム (100×40)
シュンギク ヒニ ルー 135 おたふく
ハウス (120×-)
イタリアン 南 5 21 サクラワセ 43k9
ライクラス
エンバク 幽
エンバク 西
ソルカム 西
トウモロコシ 西
(テントコーン)
へイオ-ツ
-イオーツ
パイオニア
?? ??? ? ? ?? ?? ???? ?
? ? ??
?
??
?
? ??
?
??
? ?
?
?
???????
? ? ?
?ー
?
?ー
?
?
?
?
?
? ?
???
?
?
?
? ?
???? ? ???
? ?
??? ? ? ? ? ??? ?
?
??
??
?
? ? ?
?
??
?
? ?
ー ? ? ? ??? ??
?? ??
???
?
?
?
???ー?
?
?
?? ????
?
???? ? ?
?
?
?
????
6/13 7/16 3.1Ⅰ9 1.560
4/17 - 7/25 7/30 1.140 760
3/20 5/17.21 】0/I 12/6 2.854 2,378
4/19 - 7/1 7/22 327束 363束
5/16
7/17
7/I0 - 10/25 ll/11 33 330
7/5 9/24 4,442 2.019
8/1 8/31 1.791 895
8/20 10/3 10/3O 1.291 3.227
8/9 9/5 11/12 33/3 5.295 3.732
8/13 9/24 12/4 12/27 87 435
8/14 9/24 12/16 12/27 222 634
9/17 - 10/21 12/27 1.145 2,290
9/17 - 11/7 】2/27 2,607 5.214
9/12 - 11/I5 11/19 689 689
???? ? ?
3/Ⅰ4
??? ?? ?
985/1 -
60 36 66 1985/1 -
76 52 82 198/i/l -
147 】58 t.536 5/27 -
4 12O 84
43
ll/5 日/25 276 1,104
6/27 7パ 381 2.819
11/7 12/27 84 662
4/25 5/7 8.000 3.800
3/29 5/8 7.063 3.531
3/29 5/8 7,416 3.708
6/20 9/27 28.6′iO 13.6380 0
バレイショ (春作)は生育期問の気象が極め
て良好で,高収量が期待され,試験区の収量は
平均327k9/m2で 500k9/m2を越える試験区もあっ
た (研究報告参照)｡しかし圃場の一部に殺虫
剤によると思われる薬害が生じ,生育不良の個
体があった｡また収穫期 (6月下旬)の多雨に
より晩生品種のデジマに多量の腐敗イモがみら
れ,結局平均収量はかなり低くなった｡
6月の降水量は399.0mmで平年値の2倍以上で,
6月下旬の降水量は352.5mmであった｡6月25日
の日雨量は 133mmに達し,ポンプ排水を試みた
が構外からの逆流もあって圃場は一時湛水状態
になった｡
カボチャは例年どおり高品質のものが得られ
たが労力的に集約的な管理が不可能で収量は木
十分なものとなった｡
カンショも品質的には問題がなかったが,夏
期の降水が少なく収量はやや低かった｡
7月中旬以後降水がなく, 8月も降水量がわ
ずか20.5mmで湛水などの管理作業に多労を要し
た ｡
ダイズ (枝豆)も播種時の多雨により種子が
腐敗し,播き直しするなどしたため作業的に支
障が多かった｡
未熟 トウモロコシは昭和56年度以降積極的に
取り組んでいる作目であるが,本年度は除草剤
使用法の改善と中耕 ｡畦立てを行わない栽培法
を試み,いずれも成功した｡また雄花のタッピ
ングが虫害防除に効果があることも確認した｡
以上のようにバレイショ,カンショ,ダイズ,
トウモロコシの栽培法に目途がたち,これまで
目標としてきたイモ類,マメ類,イネ科を基幹
とした畑作の作付体系確立に一応の見通しを得
た ｡
ヤングコーンは販売単価のわりに収穫作業に
多労を要し,今後の課題である｡
カンランは生育が順調でほとんど問題がなか
った ｡
カリフラワ-と-ボタンとはカンランの栽培
法とほぼ同じ体系で実施できるため,実習教材
と販売品目の多様化を狙いとした｡
カブとダイコンもほとんど問題はなかったが,
作型を多様化して販売をさらに有利にしうる可
能性がある｡
秋作バレイショは購入した種イモが多量に腐
敗していたため,春作収穫イモも使用せざるを
えなかった｡結局,萌芽率低下 ｡生育不良が著
しく,減収した｡
ビニール-ウスの未熟 トウモロコシとシュン
ギクは高品質のものが得られた｡
飼料作はおおむね順調であったが, 9月初旬
播きのデントコーンにヨトウムシが大発生し,
収穫皆無となった｡
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八 浜 農 場
昭和60年度における八浜農場の運営のなかで
これまでと異なるのは水稲品種をアケボノに加
えてコガネマサリを導入したこと及び水田の汎
用耕地化を進めるため従来からのビール麦,牧
草に加えカボチャの栽培を開始したことである
(第 1,2表参照)｡八浜農場の土壌は開田後
30年以上を経過 してなお水田土壌の生成が進ま
ず,夏季の湛水条件下で強度の還元状態となり,
間断潅がいなどの対策にもかかわらず,水稲根
は活力が低下し,根腐れ症状が認められる｡こ
第 1表 栽 培 面 積
作 物 栽培様式 品 種
???
?
?
ソルガム
エンソヾク
カボチャ
カボチャ
ピー ル麦
??????
ア ケ ボ ノ
コガネマサリ
ア ケ ボ ノ
-イカロソルゴー
ハ ヤ テ
ハ ヤ ト
の結果水稲の生育は秋落ちの状態となり,岡山
県の平均収量460k9/10aを大きく下回る結果と
なった (第4表参照)｡今後乾田化を促進する
ための対策が最大の課題である｡
昭和59年度産のビール麦は,暗渠による排水
効果がよく,また縞萎縮病の発生も少なく高い
収量であった｡また本年度から栽培を始めたカ
ボチャは早生の品種-ヤト,菊水を栽培し早期
出荷したところ好評であった｡
栽 培 圃 場 及 び面 積 a
2号田158
5号田 64
1号田281
5号田 70
5号田 60
5号田 5
菊 水 5号田 5
ア マ ギ 2条 1号田281
第 2表 栽 培 概 要
3号田69 4号田81 6号田52
5号田64
作 物 栽培様式 品 種 播 種 期
水 稲
水 稲
水 稲
ソルガム
エソノヾク
カボチャ
カボチャ
ビール麦
????
ァ ヶ ボ ノ 4月25日～
4月26日
コ ガネマサ リ 4月30日
ァ ヶ ボ ノ 5月13日～
5月14日
播 種 量 施 肥 量 k9/10a
k9/10a N P205K20
6.0kg 13.0 10.5 16.0
6.Ok9 13.7 13.7 16.7
2.5kg 10.6 9.8 13･.5
-イカロソルゴー 6月3日 5.Ok9 9.8 4.1 ll.0
ハ ヤ セ 8謂 2B3苗 810kg 8･9 1･3 8･9
ハ ヤ ト 4月2日 1引 5.5 5.0 5.75
菊 水 4月2日 1d1 5.5 5.0 5.75
7 - ギ 2 条 11P12B72B8苗 15･Ok9 10･5 814 1015
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? ?? ????
〜?〜?〜?〜?〜?〜?〜?〜??
? ?
?
? ?
?
?
?
? ?
?
? ?
?
?
?
? ?
?
? ?
? ?
?
? ?
?
? ?
?
? ?
?
?
?
?
? ?
?
? ?
?
?
?
?
?
? ?
?
? ??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
第 3表 水稲防除作業内容
理 薬 剤 名
?????? ? ? ? ? ? ? ????
??
サ タ ー ン
ス タ ム
ス ク ム
ス ク ム
殺虫 ｡殺菌剤 ダ イ シ ス ト
パ プ サ ン サ イ
ヒノバプサンサイ
ヒノバプサンサイ
N D
第4表 作 物 別 収 量
?
?
?
?
?
?ヵ
? ? ? ?? ? ?? ? ? ??? ??
?
??
??????
物 品 種
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
症
ア ケ ボ ノ
コ ガ ネ マ サ リ
ハ イ カ ロ ソル ゴー
ビール麦は昭和59年度産.
水稲, ビール麦は種子用を含む｡
1号圃場移植 2,3,4,5,6号固直播
使用量/10a 月 日 使用量/10a 月 日
3.0k9 7月1日
?????
???
?????? ????????
k9 6月26日
1,000m1
750m1
900ml
????
? ?
??
?????
600m1 6月 6日
???? ???????
収 量 kg/10a
?????????
?
屑 米 20.8
37.5
5月23日
8月 9日
8月27日
9月13日
9月26日
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津 高 農 場
市場出荷の方針を昭和59年から切替えて,従
来はめすを子牛市場に,去勢牛を肥育後に出荷
してきたものを,運転 して,去勢牛を子牛市場
に出荷,めすは全部育成する方式としたことは
前号で述べた｡このため,肥育予定で育成して
きた去勢牛を前年度に途中出荷 したことにより,
昭和60年度は販売可能牛が非常に少なく苦 しい
年であった｡
飼育年の異動状況は第 1歳のとおりで,総頭
数に大きな変動はなく,繁殖めす牛を肥育出荷
する頭数も従来と同程度であるが,その割に繁
殖めす牛頭数が増えたこと,へい死牛が 1頭も
出なかったことなどが昭和60年度の特徴である｡
子牛市場への販売成績をまとめると第 2表の
ようになる｡岡山県はこれまで新見,高梁,久
檀,津山の4市場で子牛市場が開催されてきた
が,新しく久世町に岡山県経済連総合家畜市場
第 1表 昭和60年度飼育牛異動状況
が竣工 し,60年9月から新市場で子牛せり市が
行われるようになった｡当牧場では9月,11月,
2月の子牛市場に去勢牛を4頑ずつ出荷販売 し
た｡4年間にわたって低迷を続けていた子牛相
場がようやく回復 してきたため,市場ごとに体
重 1k9当たりの単価が上昇 し,予想以上の高価
格で販売できた｡
当牧場の肥育肉牛を枝肉で販売した結果は第
3表のとおりである｡このうち,4月17日と毅
の去勢牛 6頑,4月24日と殺の肥育めす牛4頭
は,いずれも前年度末での販売予定であったも
のを,60年度販売頭数減少をカバーするために,
肥育期間延長で出荷を繰越 したものである｡こ
の期間延長の効果か,当牧場の肥育牛としては
初めて,枝肉規格の ｢上｣に2頭が格付けされ,
予想以上の売上げ金額を得た｡しかし,同じよ
うに肥育されたグループ内にも ｢並｣が2頑も
嘩 雄 . 去 勢 合 計
子 牛 育成牛 繁殖牛 肥育牛 子 牛 育成牛 肥育牛
60. 4. 1 現 在 5 13 41 4 15 2 6 86
期 増間輿 生 産 2 8 10
振一 替 4 8 5 12 29
振 替 4 8 5 12 29
動 減 へ い 死 0
売 却 4 4 6 14
60.10. 1 現 在 3 9 44 5 11 10 0 82
期 増 芸 芸 10 10 202 7 4 8 8 3
異 振 替 2 7 4 8 8 30
動 減 へ い 死 0
売 却 9 1 7 17
61. 3.31 現 在 11 4 47 0 12 3 8 85
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第 2表 昭和60年度子牛,育成牛販売成績
販 売 耳 標 生 年 生 後 体 重 日 令 せり落 k9当り日 令 体 重 価 格 単 価(日) (kg) (kg/日) (千円) (円/kg)母牛 父 牛年月日 番 号 月 日 番号 名 号
60.9.3 R239 59.ll.5 303 276 0.911 265 960 Y70 第12東清国
R240 59.ll.20 288 303 1.052 284 937Y24 第 8正花
R241 59.12.19 259 290 1_120 265 914 Y10 第12東活国
R242 59.12.30 248 252 1.016 245 972 Y73 第12東清国
60.ll.6 R244 60.1.26 284 286 1.007 306 1,070 Y93 第 1片山
R246 60.2.2 277 270 0.975 287 1,063 Y83 仙守3
R248 60.2.25 254 279 1.098 301 1,079 Y80 仙守3
R249 60.3.16 235 262 1.115 284 1,084 Y84 第 1片山
61.2.8 R250 60.5.9 275 267 0.970 301 1,127 Y95 第12衷情国
R251 60.5.17 267 266 0.996 300 1,128 Y85 仙守3
R253 60.5.19 265 281 1.060 317 1,128 Y71 第55姫明石
いずれも黒毛和種去勢子牛,岡山県経済連総合家畜市場 (久世町)で販売
あり, 1頑当たりの売上金額は上位のものより
約40万円安くなっている｡実はこの肥育牛は自
給粗飼料の給与量を変えて試験されたものであ
るが,結果的に自給粗飼料給与量の違いはほと
んど表われず,規格上 も上,中,並が各 1頭ず
つ含まれていた｡ただ,W25,W26,W27は57
年11月までの生まれで,と殺時の月令がそれぞ
れ30.3,29.5,29.5か月であったのに対 し,W
28,W29,W30は60年生まれで月令がそれぞれ
27-5,26.2,25.8か月と若かったことが肉質に
影響を及ぼした可能性がある｡また,W25,W
27はいずれも肥育期間中の増体速度のすぐれて
いた牛であったことも肉質を上昇させた要因か
も知れない｡これらは,いずれ肥育試験成績と
して発表する予定である｡
10月, 3月に出荷 した肥育めす牛はいずれも
繁殖成績不良牛を 100日前後の短期肥育で出荷
したもので肉質にはほとんど期待をかけていな
かったが,収入源の少ないこの年皮としては収
入増によく貢献してくれた｡
毎年の運営概況で述べてきた繁殖障害はまだ
解決に至っていない｡このことに関 しては本号
に研究報告として詳 しく述べたように,リン酸
塩の投与によって受胎率の向上もみられたが,
それだけでは解決せず,別の要因が関与 してい
る可能性が強い｡ただ.受胎率や生時体重に,
その年の気象条件が影響 している可能性が示唆
されており,一目も早 く原因が究明されること
を願っている｡
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第 3表 昭和60年度枝肉販売成績
と 殺 耳標 品 種 出荷時 水引枝 枝 肉 枝肉 枝 肉
体 重 肉重量 歩 留 単 価
番号 性 別 (kg) (k9) (形) 規格 (円/k9)
????? ?? ?????? ??????? ????
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
? ? ????? ???????? ??
黒 去
? ????????
年月日
60,4.17
?????????????? ??????? ?????? ???????????????
?
?
?? 】???
?? ??????????????????????
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??? ??? ?????? ??????
?
??
?
?
?
?
??
??????
??????
?
?????????
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
? ?????
?
?
?
?
?
?
?
?
???????
??
?????
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岡山県営食肉地方卸売市場で販売
本 島 農 場
1985年度はほぼ順調な生育,収量を示した｡
昨年不作であった早生温州は本年,豊作であっ
た｡また,甘夏カンも比較的良く肥大した｡そ
の他,レモンが好評であった｡
しかし,'86年度から農場技官の定員削減に伴
い,本島農場の定員 1名を岡山農場に引き上げ
本島農場の生産
種 類 品 種
果 実 温 州 ミカ ン
甘 夏 カ ン
ダ イ ダ イ
八 朔
切 枝 ク チ ナ シ
ノヾ ン ノヾ ス
ア カ シ ア
モ クマオ ー
ブ ラシノキ
ユ ー カ リ
?
?
?
??
ることに決定したため,その準備 もあって,切
り枝の収穫量が減少した｡
定員引き上げに際しては,臨時職員で管理が
行えるよう整備し,柑橘類以外のツバキ,鉢物
など鑑賞用植物はできるだけ本場に移した｡
生 産 量 生 産 額
???? ?????????? 335,300円
199,100
2,610
35,600
36,300
27,500
5,100
????? ?
?
?
?
? ?
?
???
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